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This paper reports the interview activities conducted in the Chinese language course 
of international communication department. From the comment on the report, it was 
found that the interview activity was effective for the beginner level Chinese learner 
to increase learning motivation. Moreover, the interview activity became an 
opportunity to deepen the exchange with Chinese students, and the Japanese student 
received various stimuli from the Chinese students. 
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 2018 年度の訪日外国人数は 3000 万人を超えた。この数は 2015 年度の訪日外国人数の
三倍に上り、日本を訪れる外国人がこの数年で大幅に増加していることがわかる。JTB 総
合研究所の調査によると、2018 年度の訪日外国人数の上位は、中国 838 万人（26.9%）、
韓国 753 万人（24.2％）、台湾 475 万人（15.3％）、香港 220 万人（7.1％）であり、中国
語圏からの訪日者が全体の 66％をしめる。また、石川県の調査によると、2018 年の石川
県外国人宿泊者数は 68 万人、その内訳は台湾からの宿泊者が最も多く 17 万 5 千人余り
（25％）、次に香港 6 万 6654 人（9％）、中国 6 万 6476 人（9％）と続き、45％が中国語 
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約 80 名の学生を a、b、c、d の４クラスに分け、１クラス約 20 名で授業を行なっている。
「中国語Ⅰ・Ⅱ」は主に日本人教師が授業を行い、「中国語Ⅲ・Ⅳ」と「中国語会話Ⅰ・Ⅱ」
はネイティブ教師が担当する。１クラスに 3 名から 4 名の教員が関わることになるため、
毎月一回、授業担当者全員が参加する打ち合わせを行い、授業の進度や学生の様子などを
共有し、授業を進めている。2 年次になると、学生は英語と中国語のどちらかを第一外国
語として選択する。そして、第一外国語は週 6 コマ、第二外国語は週 2 コマとなり、希望
者は二言語を継続して学修する２。中国語を第一外国語にした学生は、2 年次後期から中国
の姉妹校 5 校を中心に留学する。期間は、半年、1 年間、2 年間（2＋2 プログラム）から
選ぶことができる。2018 年度、2019 年度は中国語を第一外国語とした学生の 9 割が長期
留学を行っている。 
国際コミュニケーション学部 1 年次の中国語教育に関するスケジュールを以下に示す。 
・前期 
 6 月 確認試験（筆記「中国語Ⅰ」）  
 7 月 留学生との交流会、インタビュー活動  
 8 月 定期試験（筆記「中国語Ⅰ」、「中国語Ⅲ」  口頭「中国語会話Ⅰ」）  
・後期 
  11 月 確認試験（筆記「中国語Ⅱ」）  
  12 月〜1 月  
     中国語スピーチ発表会、留学生との交流会、インタビュー活動、  
     HSK（汉语水平考试）受験 













  簡単な自己紹介文を中国語で作成する。  










 ⑶インタビュー活動  







 中国語インタビュー活動の取り組みは 2016 年度にまず一回目を行った。2016 年度は未
来創造学部教養学科 1 年生選択科目「はじめての中国語会話Ⅰ・Ⅱ」（受講数：前期 33 名、
後期 11 名）の中で前後期各 1 回行い、学生から「楽しく取り組めた」との声があった５。





以下、2018 年度の具体的な取り組みについて報告する。  
 前期
 6 月 8 日に「中国語Ⅰ」の確認試験が終了したのち、各クラスで事前準備を始め、




7 月 2 日（月）2 限   
 「中国語Ⅰ」b クラス 場所：322 教室 
 「中国語Ⅰ」d クラス 場所：323 教室 
 
 中国語 SA4 名と本学別科 18 名の学生（中国人留学生）がボランティアとして授業




7 月 6 日（金）2 限 
 「中国語Ⅰ」a クラス 場所：mogumogu 
 「中国語Ⅰ」c クラス 場所：国際交流ラウンジ  
 
  本学別科の B クラス（15 名）、C クラス（18 名）と交流会を行った。90 分を日本
語の時間と中国語の時間の二つに分け、指示した言語で会話を行うよう最初に説明す






 交流会終了後、新たに 3 名以上の中国語話者にインタビューしてレポートを作成す
ることを指示し、7 月 31 日の定期試験当日までに活動報告レポートを提出させた。  

 後期




12 月 10 日（月）2 限   
「中国語Ⅱ」b クラス 場所：mogumogu 
「中国語Ⅱ」d クラス 場所：国際交流ラウンジ  
 
12 月 14 日（金）2 限 
「中国語Ⅱ」a クラス 場所：国際交流ラウンジ  











 付録 3 にあるように、活動レポートはインタビューした内容を中国語で作文する部
分と日本語で感想を述べる部分に分かれている。ここでは、学生が日本語で書いた感











































































































































































（週 1 コマ）がある。 







































付録 3．活動報告レポート  
 
10 （114）
